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１． 本園の教育目標  

キリスト教保育を実践する幼稚園として以下の基本的な教育目標を掲げる。 

１） イエス様と共に生活する子どもになれるように導く。 

２） 思いやり、感謝、あたたかい心を育て、心の動きを大切にする。 

３） 一人一人の長所を認め、受けいれられているという安定感を持てるように接する。 

４） 楽しい遊びを通して、自分で考え、判断し、行動できるように導く。 

 

２． 令和６年度、重点的に取り組む目標・計画 

園の教育理念・教育方針の下、その教育目標に従いつつ、個々の園児に寄り添いその成長に仕える。 

１） 当園の保育活動の良さを様々な形で発信し、地域の子育て中の未就園児の親子に、私たちの

施設を使っていただけるように諸準備をすすめる。 

２） リトミックを新しく導入し子ども達の音楽的素養を身に付けつつ、情緒的創造的な領域に

おける発達を促していきたい。 

３） 保護者の保育への具体的な参画を促すことで、各家庭での子育て活動がより豊かになり、地

域全体の子育てへの関心が広まることを願っている。 

 

３． 評価項目の達成及び取り組み状況 

評価項目 結

果 

取り組み状況 

１）園内研修と園外研修の

積極的な取り組み 

 

A 

今年度は、常勤教諭が 1 名増えたことによる仕事の分散ができ、

研修のための時間確保も可能と思われるので、個々の教師の賜

物を生かした研修に励む 

２）未就園児クラスの活動

の充実のため取り組む。 

 

B 

ホームページやチラシを通して、未就園児クラスがあることを

発信し、子育ての楽しさを伝えたり、悩みに応えられる場とし

て地域に根差すことを目指す。また、子育て中の方々が子ども

と気楽にきて遊べる場、保護者同士の出会いの場、子育てに関

わる情報交換の場として利用していただくことで、入園につな

げていく。 

３）不審者侵入に対する対

応訓練、設備の充実 

 

A 

昨年度に続き、不審者侵入に関わる対応や訓練、設備の確認や

充実、対応マニュアル等の再確認を進めたい。 

４）子ども達の健康管理を

保護者の協力の下で進め、

病欠の数を少しでも少な

くする。 

 

B 

年間の学校保育計画に基づいて、月毎の健康管理事項を確認し、

各クラスでの具体的な健康増進のための活動を進める。 

５）歌うことを喜び、人前

で自信をもって歌う 

 

A 

他のお友達の声に合わせて歌うことの心地よさを経験し、歌う

ことを通して他者を励まし喜ばせることができることを知っ

て、さらに自信をもって歌えるように励む。 

６）リトミックを通して子

ども達のリズム感や聴音

等の領域を育む 

 

A 

令和６年度から始まるリトミックのレッスンに子ども達が慣

れ、楽しく音楽的素養を培っていく。 

７）保護者と連携して食育

を充実させる 

 

 

A 

様々な機会を通して食育の大切さを発信し、保護者と連携して

各園児の偏食傾向を是正できるように取り組む。また、年長ク

ラスの料理の実践、野菜作りを通して食についての理解を深め

る。 



 

４． 学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果 

新しく取り入れたリトミックは子ども達にとても好評で、今後の成長にどのような良き感化とな

るかとても楽しみとなっている。年長児はハンドベルを秋から取り組んだが、例年に比べ子ども達

のリズム感がとても良かった。当園のキリスト教保育の特色と良さを地域の方々にまだ充分に発信

できていないため、この一年ポスティングやホームページの刷新をしてきたが、まだまだ広く届い

ていないと痛感している。保護者参加型の保育の取り組みに、もう一工夫する必要を覚えている。

少子化が進み、総園児数が減ってきている中ではあるが、子ども達一人一人への関わりをより丁寧

にしていきたいと考えている。 

 

５． 今後取り組むべき課題 

課   題 具体的取り組み方法 

１）園内研修と園外研修の積

極的な取り組み 

園児数の減少で、縦割り保育を行う可能性が出てくる中で、それ

を実施している園の見学や、新しい状況下に必要な学びなどを積

極的に取り入れたい。 

２）乳児等通園制度（こども

誰でも通園制度）の導入等を

通して地域の子育て支援にか

かわる。 

さらに当園の良さを様々な手段を通して発信しつつ、政府が新し

く始めた乳児等通園制度を導入し、地域にいる子育て世代の家族

とのコンタクトを試みたい。さらに当園の施設を地域に開放する

等をして、地域の子育て支援に励み、入園児の獲得にも繋げてい

きたい。 

３）地震・火災・不審者に関

わる避難訓練を、様々な異な

る設定で行い、想定外をなく

す。 

学期毎に１－２回の避難訓練を行い、様々なケースに対応できる

ようにする。また避難訓練は毎回準備がなされての避難なので、

全く予期しないときに、事前準備がなくても各教師が役割をしっ

かりと受けとめ行動できるようにする。 

４）子ども達の健康管理を保

護者の協力の下で進め、病欠

の数を少しでも少なくする。 

年間の学校保育計画に基づいて、月毎の健康管理事項を確認し、

各クラスでの具体的な健康増進のための活動を進める。 

５）優しさや思いやり、感謝

の心をさらに育む。 

キリスト教保育の特色を生かし、子ども達が自分の心に抱く思い

やりや気づかい、感謝、願いや望みなどを、園生活の様々な機会

に自分の言葉で自由に表現し、共に分かち合えるように導く。 

６）リトミックを通して子ど

も達のリズム感や聴音等の領

域を育み、生き生きとして創

作活動に結び付ける。 

保育者もリトミックの神髄に触れつつ、子ども達の創造性や情緒

の領域における成長をよりよく観察し、子ども達それぞれが自由

な創作活動を楽しみ、自らの内にある良きものを開花させ発展さ

せることができるようにする。 

７）保護者と連携して食育を

充実させる 

 

今年度から選択制の給食弁当を週２回増やしたことが、子ども達

の食育に、また保護者の生活にどのような影響があるのかをよく

把握しつつ、日々の食育活動に役立てたい。また保護者と連携し

て行う各園児の偏食傾向の是正の取り組みをさらに継続してい

きたい。年長クラスにおいては、月１回の料理実践、野菜作りを

通して食についての理解を深める。年少年中クラスの子ども達

も、梅ジュース作り等の機会を捉えて、食への関心を深められる

ようにする。 

８）保護者の保育参加の企画

を増やす。 

保護者が、保育の現場に参加することで子育てに関わり、励まし

や新しい見識を得ることにより、親子の絆がより豊かに育まれ、

子ども達の健やかな成長に導かれることを期待していく。 

 

８）保護者の保育参加の企

画を増やす。 

 

B 

保護者が、保育の現場に参加することで子育てに関わり、励ま

しや新しい見識を得ることにより、親子の絆がより豊かに育ま

れ、子ども達の健やかな成長に導かれることを期待していく。 


